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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年11月30日(2017.11.30)

【公表番号】特表2015-533891(P2015-533891A)
【公表日】平成27年11月26日(2015.11.26)
【年通号数】公開・登録公報2015-074
【出願番号】特願2015-532155(P2015-532155)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ 201/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 133/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  201/00     　　　　
   Ｃ０９Ｄ    5/02     　　　　
   Ｃ０９Ｄ    7/12     　　　　
   Ｃ０９Ｄ  133/00     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年10月19日(2017.10.19)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水性コーティング組成物であって、
　０．６０～０．９９μｍの平均直径を有する多段屈折率分布型（ｇｒｉｎ）組成物コポ
リマー粒子、０．６０～０．９９μｍの平均直径を有し、かつ理論ガラス転移温度（Ｔｇ
）が２０℃またはそれ以下のゴム状コアを有する多段コポリマー粒子、およびそれらの混
合物からなる群から選択される第１固体ポリマー粒子と、
　－６０℃～１２０℃の理論Ｔｇと５０ｎｍ～５００ｎｍの平均粒子直径を有する第２固
体ポリマー粒子とを含み、
　前記第１固体ポリマー粒子の前記第２固体ポリマー粒子に対する乾燥重量比が０．１５
：１～１０：１であり、そして前記水性コーティング組成物が１０体積％未満の無機エキ
ステンダー粒子を含む、
　水性コーティング組成物。
【請求項２】
　前記第１固体ポリマー粒子が、アクリル多段コポリマー粒子、ビニル多段コポリマー粒
子、多段合成ゴムコポリマー粒子、多段ウレタンコポリマー粒子、水分散性グラフトコポ
リマー粒子、それらの混合物、それらの組み合わせ、および単段架橋（コ）ポリマーとの
それらの混合物からなる群から選択される、請求項１に記載の水性コーティング組成物。
【請求項３】
　前記第１固体ポリマー粒子および前記第２固体ポリマー粒子がアクリルポリマーである
、請求項１に記載の水性コーティング組成物。
【請求項４】
　前記第２固体ポリマー粒子が２段アクリルエマルジョンコポリマー粒子である、請求項
３に記載の水性コーティング組成物。
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【請求項５】
　顔料粒子をさらに含む、請求項１に記載の水性コーティング組成物。
【請求項６】
　コーティングを提供するための方法であって、
　（ａ）請求項１に記載の前記水性コーティング組成物を形成し、
　（ｂ）前記コーティング組成物を基体に施用し、そして
　（ｃ）前記コーティング組成物を乾燥するか、または乾燥させること
　を含む、方法。
【請求項７】
　８５°鏡面光沢度の２０°鏡面光沢度に対する比が３３以上である、請求項６に記載の
方法によって形成されるコーティング。
【請求項８】
　顔料粒子をさらに含む、請求項７に記載のコーティング。
【請求項９】
　前記コーティングがその臨界顔料体積濃度以下である、請求項８に記載のコーティング
。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００１】
　本発明は、水性コーティング組成物、それからコーティングを提供するための方法、お
よび特定の光沢プロフィールを有する透明または着色ポリマーコーティングに関する。特
に、本発明は、０．６０～０．９９μｍの平均直径を有する多段屈折率分布型（ｇｒａｄ
ｅｄ　ｒｅｆｒａｃｔｉｖｅ　ｉｎｄｅｘ）（ｇｒｉｎ）組成物コポリマー粒子、０．６
０～０．９９μｍの平均直径を有し、かつ理論ガラス転移温度（Ｔｇ）が２０℃またはそ
れ以下のゴム状コアを有する多段コポリマー粒子、およびそれらの混合物からなる群から
選択される第１固体ポリマー粒子と、－６０℃～１２０℃の理論Ｔｇおよび５０ｎｍ～５
００ｎｍの平均粒子直径を有する第２固体ポリマー粒子とを含む水性コーティング組成物
であって、第１固体ポリマー粒子の第２固体ポリマー粒子に対する乾燥重量比が０．１５
：１～１０：１である水性コーティング組成物に関し、この水性コーティング組成物は１
０体積％未満の無機エキステンダー粒子を含む。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００５】
　本発明の第１の態様において、０．６０～０．９９μｍの平均直径を有する多段屈折率
分布型（ｇｒｉｎ）組成物コポリマー粒子；０．６０～０．９９μｍの平均直径を有し、
かつ理論ガラス転移温度（Ｔｇ）が２０℃またはそれ以下のゴム状コアを有する多段コポ
リマー粒子；およびそれらの混合物からなる群から選択される第１固体ポリマー粒子と、
－６０℃～１００℃の理論Ｔｇおよび５０ｎｍ～５００ｎｍの平均粒子直径を有する第２
固体ポリマー粒子とを含む水性コーティング組成物であって、前記第１固体ポリマー粒子
の前記第２固体ポリマー粒子に対する乾燥重量比が０．１５：１～１０：１であり、そし
て前記水性コーティング組成物が１０体積％未満の無機エキステンダー粒子を含む、水性
コーティング組成物が提供される。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】０００９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
　本発明の水性コーティング組成物は、０．６０～０．９９μｍの平均直径を有する多段
屈折率分布型（ｇｒｉｎ）組成物コポリマー粒子；０．６０～０．９９μｍの平均直径を
有し、かつ理論ガラス転移温度（Ｔｇ）が２０℃またはそれ以下のゴム状コアを有する多
段コポリマー粒子；およびそれらの混合物からなる群から選択される第１固体ポリマー粒
子を含む。本明細書において「水性」によって、組成物の連続相が主に水、好ましくは７
０重量％を超える水であり、連続相の任意の他の成分が水溶性溶媒、オリゴマー、ポリマ
ー、およびその他であることを意味する。
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